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【被害者の心理】

恐怖と不安

⇒安心ではない

無力感

⇒自信がない

選択肢がない

⇒自由でない

※᳃⏣䜖り䛄䜶䞁䝟䝽䝯䞁䝖䛸ேᶒ䛅（2005）䜢ཧ⪃䛻సᡂ  

䕔䝖䝷䜴䝬 

䠍 䝖䝷䜴䝬䛸䛿䚸䛂ఱ䜙䛛䛾ฟ᮶䛻よ䛳䛶引き㉳䛣䛥䜜䜛ᚰ䛾യ䛃䛾䛣䛸䜢ゝ䛖 

 

䠎 䝖䝷䜴䝬ᛂ（䝖䝷䜴䝬䛻よ䛳䛶引き㉳䛣䛥䜜䜛ኚ） 

1） ᚰ䛾Ẽ䛾≧ 

䛖䛴䜔Ᏻ㞀ᐖ䚸䜰䝹䝁䞊䝹౫Ꮡ➼䛥䜎䛦䜎䛺Ẽ䛾ཎᅉ䛸䛺䜛 

 

䠎） PTSD ≧  ᨾ䞉௳䛾䛒䛸䜒䚸ᙜ䛾グ᠈䛻䛸䜙䜟䜜䛶ⱞ䛧䜐 

䕿య㦂（䝣䝷䝑䝅䝳䝞䝑䜽䛻ᝎ䜎䛥䜜䚸⏕ά䛜ᅔ㞴䛻䛺䜛） 

䕿ᅇ㑊䞉䜎䜂（ఝ䛯よ䛖䛺≧ἣ䜢䛚䛭䜜䚸䛥䛡よ䛖䛸䛩䜛） 

䕿㐣ぬ㓰（ᖖ䛻⥭ᙇ䛧䛶䛔䛶䚸≀㡢䜔᥋ゐ䜢䛣䜟䛜䜛） 

 

   䠏） ASD（ᛴᛶ䝇䝖䝺䝇㞀ᐖ）≧ 

䕿ゎ㞳（ឤ䛜䜎䜂䛧䛶䚸ᝒ䛧䜑䛺䛟䛺䜛） 

 䞉本ᙜ䛿䛴䜙䛔䛾䛻䚸ឤ䛻䛺䜙䛺䛔䚹 

 䞉⮬ศ䛿䛴䜙䛟䛺䛔䛸ᛮ䛔䛣䜐 

䕿ᚰ⌮㠃（㈐௵䜢ឤ䛨䛶⮬ᕫホ౯䜢ୗ䛢䚸ᾘᴟⓗ䛻䛺䜛） 

 䞉䛪䛛䛧䛥䜔㈐௵ឤ䛻ᝎ䜐䚹 

 䞉ᙉ䛟⮬ᕫྰᐃ䜢䛧䛶䚸⏕き䜛Ẽຊ䜢ኻ䛖䚹 

䕿㌟య㠃（╀䜔ᜥษ䜜䚸㞟୰ຊ䛾పୗ䛜䛷䜛） 

䞉Ᏻ䜔䛔䜙䛰䛱䛜㌟య≧䛻（㐣྾≧䚸手㊊䛾㟈䛘䚸ᴟᗘ䛛䜙యㄪⰋ䛻） 

䞉≧䛜ᛧ䛟䛶እฟ䛷き䛺䛔䚹 

䞉╀䛷日୰䛾άື䛻ᙳ㡪䛜䛷䜛䚹 

    㣕㫽ᮃ䛂PTSD 䛸䝖䝷䜴䝬䛾䛩䜉䛶䛜䜟䛛䜛本䛃2㻜㻜7 ᖺ䚸ㅮㄯ社䜢ཧ⪃䛻సᡂ 

ᮏேពᛮ䛾☜ㄆ䞉ᑛ㔜䛾䝫䜲䞁䝖㻌

（東京都 㼜11㻞 より）

ᮏேពᛮ䛾☜ㄆ䞉ᑛ㔜䛾䝫䜲䞁䝖㻌

（東京都 㼜11㻞 より）
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䕔䝖䝷䜴䝬㻌

䠍㻌 䝖䝷䜴䝬䛸䛿䚸䛂ఱ䜙䛛䛾ฟ᮶䛻よ䛳䛶ᘬ䛝㉳䛣䛥䜜䜛ᚰ䛾യ䛃䛾䛣䛸䜢ゝ䛖㻌

㻌

䠎㻌 䝖䝷䜴䝬ᛂ（䝖䝷䜴䝬䛻よ䛳䛶ᘬ䛝㉳䛣䛥䜜䜛ኚ）㻌

1）㻌 ᚰ䛾Ẽ䛾≧㻌

䛖䛴䜔Ᏻ㞀ᐖ䚸䜰䝹䝁䞊䝹౫Ꮡ➼䛥䜎䛦䜎䛺Ẽ䛾ཎᅉ䛸䛺䜛㻌

㻌

䠎）㻌 㻼㼀㻿㻰 ≧㻌 㻌 ᨾ䞉௳䛾䛒䛸䜒䚸ᙜ䛾グ᠈䛻䛸䜙䜟䜜䛶ⱞ䛧䜐㻌

䕿య㦂（䝣䝷䝑䝅䝳䝞䝑䜽䛻ᝎ䜎䛥䜜䚸⏕ά䛜ᅔ㞴䛻䛺䜛）㻌

䕿ᅇ㑊䞉䜎䜂（ఝ䛯よ䛖䛺≧ἣ䜢䛚䛭䜜䚸䛥䛡よ䛖䛸䛩䜛）㻌
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㻌
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㻌 䞉ᮏᙜ䛿䛴䜙䛔䛾䛻䚸ឤ䛻䛺䜙䛺䛔䚹㻌

㻌 䞉⮬ศ䛿䛴䜙䛟䛺䛔䛸ᛮ䛔䛣䜐㻌

䕿ᚰ⌮㠃（㈐௵䜢ឤ䛨䛶⮬ᕫホ౯䜢ୗ䛢䚸ᾘᴟⓗ䛻䛺䜛）㻌

㻌 䞉䛪䛛䛧䛥䜔㈐௵ឤ䛻ᝎ䜐䚹㻌

㻌 䞉ᙉ䛟⮬ᕫྰᐃ䜢䛧䛶䚸⏕䛝䜛Ẽຊ䜢ኻ䛖䚹㻌

䕿㌟య㠃（╀䜔ᜥษ䜜䚸㞟୰ຊ䛾పୗ䛜䛷䜛）㻌

䞉Ᏻ䜔䛔䜙䛰䛱䛜㌟య≧䛻（㐣྾≧䚸ᡭ㊊䛾㟈䛘䚸ᴟᗘ䛛䜙యㄪⰋ䛻）㻌

䞉≧䛜ᛧ䛟䛶እฟ䛷䛝䛺䛔䚹㻌

䞉╀䛷᪥୰䛾άື䛻ᙳ㡪䛜䛷䜛䚹㻌
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１ 本人への情報提供とエンパワメント

・現在の状況や支援の方法、今後の生活についての見通し等についての情報提供や様々
な支援をすることで、本人が自分の状況や望ましい生活の在り方を客観的に考えられ
るよう働きかける。
・本人の意思は確定しているものではなく、支援の過程でも変化しやすいことを理解す
る。

２ 本人の表情・言動への注意

・関係者からの情報収集やカンファレンスでの意見交換の中で、ストレートに表現され
なくても意思を読み取れる表情や言動についての情報が得られることがある。
・認知症だから分からないと決めつけるのではなく、快・不快や、したい・したくない
等意思表示をしやすい言葉かけを工夫したり、自然な対応で様々な感覚を生かしたコ
ミュニケーションを心がける。

３ 本人と虐待者の同席場面と分離場面の違いの観察

・本人と虐待者が一緒の場面と、分離して同席しない場面との違いをみる。本人の怯え、
リラックスの状況を表情などから観察し、本人の感じ方を探る。

４ 分離により落ち着いた環境の中で本人の状況を観察

・高齢者をショートステイなどで一時保護し、ケアの行き届いた落ち着いた環境の中で
高齢者の状況を観察し、適切と思われる対応策を検討する。

５ 主たる協力者の発掘

・本人の考え方や意思をある程度把握し、代弁できると見られる協力者を家族、親族、
近隣住民等から探し出す。
・本人の意思表示がはっきりしていた時のことを知る人から、本人の考え方やパーソナ
リティの傾向についての情報を収集し、それを踏まえて本人にとってより良いと考え
られることを判断する。

６ 本人の利益を多角的に考える

・本人が人としての尊厳が守られた生活を送れることを前提として、何が本人の利益に
かなうのかを様々な立場から多角的に考える。

７ 必要に応じた権利擁護事業の活用

・必要に応じて、地域権利擁護事業や成年後見制度を活用し、本人の身上監護の実施や
後見的立場の人材確保を行う。

［図表４－２７］ 本人意思の確認・尊重のポイント
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①高齢者の意思確認と意思の尊重
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る。

２ 本人の表情・言動への注意

・関係者からの情報収集やカンファレンスでの意見交換の中で、ストレートに表現され
なくても意思を読み取れる表情や言動についての情報が得られることがある。
・認知症だから分からないと決めつけるのではなく、快・不快や、したい・したくない
等意思表示をしやすい言葉かけを工夫したり、自然な対応で様々な感覚を生かしたコ
ミュニケーションを心がける。

３ 本人と虐待者の同席場面と分離場面の違いの観察

・本人と虐待者が一緒の場面と、分離して同席しない場面との違いをみる。本人の怯え、
リラックスの状況を表情などから観察し、本人の感じ方を探る。

４ 分離により落ち着いた環境の中で本人の状況を観察

・高齢者をショートステイなどで一時保護し、ケアの行き届いた落ち着いた環境の中で
高齢者の状況を観察し、適切と思われる対応策を検討する。

５ 主たる協力者の発掘

・本人の考え方や意思をある程度把握し、代弁できると見られる協力者を家族、親族、
近隣住民等から探し出す。
・本人の意思表示がはっきりしていた時のことを知る人から、本人の考え方やパーソナ
リティの傾向についての情報を収集し、それを踏まえて本人にとってより良いと考え
られることを判断する。

６ 本人の利益を多角的に考える

・本人が人としての尊厳が守られた生活を送れることを前提として、何が本人の利益に
かなうのかを様々な立場から多角的に考える。

７ 必要に応じた権利擁護事業の活用

・必要に応じて、地域権利擁護事業や成年後見制度を活用し、本人の身上監護の実施や
後見的立場の人材確保を行う。

［図表４－２７］ 本人意思の確認・尊重のポイント
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①高齢者の意思確認と意思の尊重
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る」等、ᚅⓎ生の㈐௵をၥうようなⓎ言・ែ度をしな䛔よう対応して䛔䛟䛣とがồめ䜙䜜る
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【被害者の心理】

恐怖と不安

⇒安心ではない

無力感

⇒自信がない

選択肢がない

⇒自由でない

※᳃⏣䜖り䛄䜶ン䝟䝽䝯ン䝖と人ᶒ䛅（����）を参考に作成
ῲಟ୍┘ಟ䛄㧗㱋者ᚅ対応・ᶒ利᧦護ᐇ㊶
䝝ン䝗䝤䝑䜽䛅法◊ฟ∧������S���より引用
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②「意思決定支援」の概念・プロセス
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②「意思決定支援」の概念・プロセス
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